
アメリカの音楽教育                                  

特にピアノ指導の歴史は、ヨーロッパからの移民や文化の影響を受けつつ、 独自

の発展を遂げました。アメリカ社会の発展や教育システムの変化とともに、音楽教育

も進化してきました。ここでは、アメリカの音楽教育の時代ごとの発展、特にピアノ教

育に焦点を当てます。 

植民地時代～19世紀前半 

アメリカの音楽教育の歴史は、植民地時代にまでさかのぼります。当時の音楽教育は

主に教会を通じて行われ、賛美歌や宗教音楽の習得が中心でした。ヨーロッパからの

移民が持ち込んだ音楽が主流で、学校教育の中での音楽はほとんど行われていませ

んでした。 

• 音楽教育の始まり                                     

18世紀末から 19世紀にかけて、音楽の重要性が高まり、公共の場での音楽

教育が少しずつ導入され始めました。ボストンは特に音楽教育の中心となり、

1838年にはアメリカ初の公共学校音楽教育がボストンの学校で正式に導入さ

れました。 

• 家庭におけるピアノ教育                                           

アメリカの上流階級や中流階級では、ピアノが家庭で演奏されるようになり、特

に女性がピアノを習うことがステータスシンボルとなりました。ピアノが家庭に浸透

することで、個人レッスンによるピアノ教育が盛んになりました。 
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世紀後半、アメリカは産業革命を経験し、都市化が進むにつれて音楽教育も発

展しました。ヨーロッパからの移民が増え、クラシック音楽がアメリカに根付き始め

ました。この時代に、ピアノがさらに広く普及し、ピアノ教育も専門的なものに変わり

始めました。 

• 音楽学校の設立                                    

アメリカ初の音楽院であるニューイングランド音楽院（1867年設立）をはじめ、多

くの音楽学校や音楽教育機関が設立されました。こうした音楽学校は、ピアノ教



育を含むクラシック音楽の基礎を教える重要な場となり、音楽教育の普及に大

きく貢献しました。 

• 女性とピアノ教育                                                    

この時代、女性の教育に音楽が不可欠とされ、多くの女性がピアノを習い始め

ました。ピアノは「家庭的な楽器」として扱われ、特に中流階級以上の家庭での

ピアノ教育が一般的になりました。 

• ピアノ製造の発展                                                    

19世紀後半には、アメリカでのピアノ製造が本格化し、スタインウェイ（Steinway & 

Sons）のような有名メーカーが誕生しました。これにより、より多くの家庭にピアノが

普及し、ピアノ教育が一般化していきました。 
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世紀初頭には、ピアノ教育がさらに広がり、アメリカ国内の学校教育に音楽が本格

的に導入されるようになりました。また、ヨーロッパからの影響を受けたクラシック音楽

教育がアメリカ国内で定着し、音楽教育の体制が整備されていきました。 

• 公共学校における音楽教育                               

20世紀初頭、公共学校での音楽教育が広まりました。音楽教育は基本的な

教養の一部と見なされ、特にピアノや歌が教えられるようになりました。学校のカ

リキュラムに音楽が正式に組み込まれるようになり、音楽教師の養成も進みまし

た。 

• 著名なピアノ教育者                                            

20世紀前半には、アメリカ国内で有名なピアノ教育者が登場しました。  アメリ

カに移住したロシアやドイツのピアニストが多く、彼らの影響で高度なピアノ教育

が発展しました。ロシア系ピアニストのレオポルド・ゴドフスキーやロシア生まれの

作曲家セルゲイ・ラフマニノフなどもアメリカで活躍し、 アメリカのピアノ教育の

発展に寄与しました。 

• ラグタイムとジャズの台頭                              ク

ラシック音楽教育が主流だった一方で、20世紀初頭にはラグタイムやジャズが

登場し、これらの音楽ジャンルがアメリカ文化に大きな影響を与えました。スコッ

ト・ジョプリンのラグタイムピアノ曲など、従来のクラシック音楽とは異なるスタイルが

人気を集めました。 
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世紀後半には、音楽教育の体系化が進み、アメリカ全土でピアノ教育がより広範に

行われるようになりました。また、新しい音楽スタイルや教育理論が登場し、教育方法

も多様化しました。 

• 音楽教育プログラムの発展: 1950年代以降、アメリカ国内の音楽教育は制度

化され、学校や地域の音楽プログラムが充実していきました。音楽教育は幼少

期から高校、大学まで一貫して提供されるようになり、ピアノ教育もその一環とし

て行われました。 

• ピアノ教育法の発展: 20世紀後半には、音楽教育理論が発展し、個別のニー

ズに応じた指導法が導入されました。ピアノ教育でも、指の動きや身体の使い方

に焦点を当てた技術的な指導が進化しました。例えば、アメリカの教育者フラン

シス・クラークは、ピアノ学習者向けの段階的な指導法を開発し、その教材は広

く使用されています。 

• ポピュラー音楽とピアノ教育: 1950年代から 60年代にかけて、ポピュラー音楽

やロックンロールが主流となり、音楽教育にもポピュラー音楽の影響が見られる

ようになりました。これにより、ピアノ教育もクラシック音楽に限定されず、ジャズ、ポ

ップスなどのさまざまなスタイルを教える教室が増えました。 

21世紀の音楽教育 

21世紀に入ると、ピアノ教育はさらに多様化し、テクノロジーの進化に伴い、新しい教育

方法が導入されました。 

• オンライン教育とデジタルピアノ: インターネットとテクノロジーの発展により、オンラ

インでのピアノレッスンが普及しました。特に 2020年のパンデミック以降、リモート

でのレッスンが標準的な手段となり、デジタルピアノを用いた教育が広まりました。

動画教材やアプリを活用した自主学習も進化し、より多くの学習者が手軽にピ

アノを学べる環境が整いました。 

• 音楽教育政策の変化: アメリカの音楽教育は、各州や地方自治体の教育方

針に基づいて行われていますが、音楽教育を重視する動きは強まっており、特

に小中学校の音楽プログラムが充実しています。また、コミュニティ・カレッジやオ



ンライン大学でも音楽教育が提供され、多様な層が音楽を学ぶ機会を得ていま

す。 

• ポップカルチャーとの融合: 21世紀にはポップス、ジャズ、映画音楽などが教育

に取り入れられることが多く、幅広いジャンルのピアノ教育が行われています。ク

ラシック音楽だけでなく、ポップカルチャーを反映した音楽が教育の中に組み込

まれ、学習者の興味を引きつける手法が取られています 
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